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ランニング vs     ウォーキング

(ほぼ）決まったルート 少しずつ違った道/寄り道

タイムや速度 健康増進＋まちの発見

コース

目的



蔵前橋通り

中山道
歩幅が 1.5mより大きい
歩幅が 1.5m以下

この辺で
曲がると楽？

GPSや万歩計では取れない情報→「歩容」
歩幅の可視化による、移動に負担の少ないルートの探索

浅野義弘さんによる実験



ヒートアイランド情報のセンシング

浅野義弘さんによる実験



鎌倉市全域超高解像度 3Dマップ

守矢拓海研究員× AW3D(c)NTT Data Corporation included Maxar Technologies







Step.5 アウトソール傾斜Step.2 足甲高さ Step.4 踵部形状Step.3 爪先形状

母趾が長い

第２足趾が長い

足趾の長さが均一

エジプト型
日本人の約８割

ギリシャ型
日本人の約２割

スクエア型
日本人には希少

高い

低い

中間

Step.1 足長と足幅



















100%リサイクル可能な3Dプリント防災シューズ
慶應義塾大学と株式会社ORPHEの共同研究







大学
自治体

企業
市民



3D地形図データ製作：AW3D (c）NTT DATA Corporation included Maxar Technologies



!「歩く」から始めるスマートシティ
「靴は、もっとも基本的な“乗り物”（ORPHE 菊川裕也社長)」

!「歩容」には無意識のたくさんの情報が詰まっている。人の情報とまちの関係。

!「目的を決めてからデータをとって実証」だけでなく

「データをとって観察するなかから、新しい価値＝新しい目的を発見」へ

! 産学官民連携「データ・ウォーク (Data Walk) 」ワークショップ Vol.2 へ

今度は、取得データから、自治体のアクションプラン（都市整備）へ




